
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月１５日、本部会議室において「第３回賃金学習会」を開催しまし

た。新型コロナウィルス感染症対策や地震に伴う東北新幹線運転見合わ

せの影響により、東北の参加者はテレビ会議システムを活用して参加し、

一体感のある学習会をつくりました。 
 

 はじめに２１春闘に向けて情勢一致を行いました。経労委報告や第３

四半期決算、第４７回定期中央委員会総括答弁を用いて私たちを取り巻

く情勢を学習しました。参加者からは「経労委報告が様々な会社施策に

影響していることがわかった」「グループ会社の仲間と共にたたかうため

にベア６，０００円要求が必要だ」など感想が出されました。 
 

 その後、前回の賃金学習会以降の実践について意見を出し合いました。

ベアと手当の違いや２１春闘方針についてなど、総対話や学習会・各種

会議などを通じて青年部員や未加入者と議論した実践が参加者から出さ

れました。また、ベアの要求根拠について参加者から価値観を出し合い、

自分たちが仲間の声に対して丁寧に返していくことを議論しました。２

１春闘を通じて青年部員を強化し、未加入者に労働者意識を議論してい

くこと、次回の賃金学習会でそれぞれの実践を報告して学習会をつくり

出すことを確認しました。 
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